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９
月
３
日
〜
５

日
、
全
国
宣
伝
販

売
促
進
会
議
が
別

府
市
お
よ
び
県
内

各
地
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は

来
年
夏
に
県
と
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
が
実

施
す
る
国
内
最
大

規
模
の
観
光
事
業
「
お
ん
せ
ん
県
お
お
い

た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
に
向
け
て
、
旅
行
会
社
の
担
当
者
な

ど
６
０
０
人
に
大
分
の
観
光
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
も
の
で
す
。
３
日
は
別
府
市
の
ビ
ー
コ
ン
プ

ラ
ザ
で
県
や
市
町
村
の
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、
国

東
市
は
観
光
協
会
の
職
員
ら
が
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や

特
産
品
な
ど
を
売
り
込
み
ま
し
た
。

　

４
〜
５
日
は
県
内
各
地
で
視
察
ツ
ア
ー
が
行
わ

れ
、
約
20
人
が
国
東

市
の
五
辻
不
動
、
両

子
寺
、
文
殊
仙
寺
、

萱
島
酒
造
を
訪
れ
ま

し
た
。
現
地
で
は
ガ

イ
ド
や
僧
侶
ら
が
仏

の
里
を
解
説
。
銀
た

ち
の
郷
で
は
太
刀
魚

重
を
提
供
し
、
国
東

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

　

「
大
分
味
一
ね
ぎ
」
と
し
て

県
の
戦
略
品
目
に
指
定
さ
れ
、

大
分
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
出
荷

さ
れ
て
い
る「
こ
ね
ぎ
」。
周

年
栽
培
で
年
間
を
通
じ
て
収

入
が
あ
り
、
異
業
種
か
ら
の

企
業
農
業
参
入
の
多
い
品
目

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
春

か
ら
国
東
市
で
こ
ね
ぎ
の
新

規
栽
培
を
始
め
た
平
原
雄
大

さ
ん
（
国
東
町
北
江
）
と
株
式
会
社
キ
ン
グ
フ
ィ
ー

ル
ド
（
池
邉
真
二
代
表
取
締
役
）
が
初
出
荷
を
迎
え
、

８
月
19
日
関
係
者
と
と
も
に
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
定
住
促
進
を
目
的
に
国
東
市
農
業
公
社
が

事
業
主
体
と
な
っ
て
開
設
し
た
研
修
施
設
「
国
東
こ

ね
ぎ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
」
で
、
４
人
の
研
修

生
が
育
て
た
こ
ね
ぎ
も
９

月
２
日
に
め
で
た
く
初
収

穫
を
迎
え
ま
し
た
。

　

国
東
市
の
こ
ね
ぎ
は
、

平
成
21
年
度
に
６
・
９
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
栽
培
面
積
が

25
年
度
に
は
９
・
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
、
生
産
量
は
１

２
８
ｔ
か
ら
２
１
０
ｔ
に

拡
大
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
県
や
Ｊ
Ａ
国
東
事
業
部
、

大
分
味
一
ね
ぎ
生
産
部
会

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
生

産
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　地域社会の健全な発展を目的とした一般コミュ二ティ助成事業（財団法
人自治総合センター）を活用し、今年８月、武蔵町手野区と安岐町大添区
が、祭りの備品を購入しました。両区長は、「新しい備品が整備され感謝
しています。今後ますます地域の活性化を図りたい」と話しています。

おおいた国東を熱烈ＰＲおおいた国東を熱烈ＰＲ

　
「
国
東
市
誇

り
と
活
力
あ
る

地
域
お
こ
し
協

議
会
事
業
」
で
、

地
域
づ
く
り
活

動
に
取
り
組
ん

で
い
る
２
つ
の

団
体
を
紹
介
し

ま
す
。

　

国
東
町
の
文
渓
里
の
会
（
秋
吉
文

隆
会
長
・
1
7
3
人
）
は
８
月
21
日
、

高
齢
者
の
見
守
り
活
動
な
ど
の
福
祉

活
動
を
研
究
す
る
た
め
に
先
進
地
の

福
岡
県
大
牟
田
市
（
市
役
所
長
寿
社

会
推
進
課
）
を
視
察
研
修
、
ま
た
、
西
安
岐
地
区

活
性
化
協
議
会
（
徳
丸
幸
治
会
長
・
80
人
）
は
８

月
24
日
、
産
業
振
興
の
ヒ
ン
ト
に
と
、
横
岳
ふ
る

さ
と
茶
屋
「
夢
の
ぼ
り
」（
杵
築
市
大
田
）
代
表
の

秦
千
恵
美
さ
ん
を
招
き

研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
後
、
両
団
体
と
も

福
祉
、
健
康
増
進
、
交

流
、
産
業
・
文
化
振
興

等
、
様
々
な
取
り
組
み

を
行
い
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
楽
し
く

生
活
で
き
る
地
域
づ
く

り
、
人
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

地域づくり、着々と・・・地域づくり、着々と・・・

▲市町村観光商談会（ビーコンプラザ）

▲国東市に訪れた旅行業界のみなさん
　（道の駅くにさき）

▲【手野区】八坂社行幸行事お供道具一式 ▲【大添区】やぐら、音響設備、発電機、折りたたみ椅子など

文渓里の会・西安岐地区活性化協議会文渓里の会・西安岐地区活性化協議会

▲【文渓里の会】大牟田市へ視察研修

【西安岐地区】地域産業研修会

▲

こねぎの生産拡大を目指してこねぎの生産拡大を目指して

家族で魅力的な農業経営を家族で魅力的な農業経営を

▲初出荷を市長に報告したみなさん（８月19日）

▲ていねいに収穫をする研修生のみなさん
　　　　　　　　　　　　　  （９月２日）

第
49
回
東
部
地
域
畜
産
共
進
会

第
49
回
東
部
地
域
畜
産
共
進
会

▲経営主の厚田和好さん（左から２番目）、妻の美恵子さん、後継者の真太郎さん

　武蔵町の厚田和好さん一家が９月１日、市役
所で三河市長立ち会いのもと、家族経営協定を
締結しました。
　家族経営協定とは、家族農業経営に
たずさわる世帯員が、意欲とやり甲斐
をもって参画できる魅力的な農業経営
を目指し、経営方針や役割分担、働き
やすい就業環境などについて、家族間
の十分な話し合いに基づき、取り決め
るものです。厚田さんは「今回の締結

を契機に、家族みんなで経営方針等を話し合い、
明るい家庭を作っていきたい」と話しています。
　市内では現在132組の家族で協定が結ばれて
います。

　

８
月
27
日
、
「
第
49
回
東
部
地
域
畜
産
共
進
会
」
が
杵

築
市
豊
後
北
部
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
東
市
か
ら

肉
用
種
々
牛
若
雌
の
部
第
１
〜
３
区
に
５
頭
、
乳
用
種
々

牛
育
成
の
部
第
１
〜
３
部
に
６
頭
の
出
品
が
あ
り
発
育
状

況
等
に
つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
肉
用
種
々
牛
若
雌
の
部
・
第
２
区
】

　

最
優
秀
賞

　
「
み
ね
ゆ
き
」

　
　
　

河　

野　

忠　

美
さ
ん
（
安
岐
町
山
浦
）

【
乳
用
種
々
牛
育
成
の
部
・
第
１
部
】

　

最
優
秀
賞

　「
Ｌ
Ｓ
Ｄ
ベ
ル
テ
イ
レ
デ
イ
ス
ギ
ヤ
ル
マ
ー
ク
」

　
　
　

清　

末　
　
　

滋
さ
ん
（
武
蔵
町
成
吉
）

【
乳
用
種
々
牛
育
成
の
部
・
第
３
部
】

　

最
優
秀
賞

　「
ア
イ
ホ
ー
プ
フ
イ
ー
バ
ー
ア
ー
ロ
ン
２
９
４
」

　
　
　

㈲
今
村
牧
場
（
安
岐
町
山
浦
）

【
功　

労　

者
】

　

衛　

藤　
　
　

貢
さ
ん
（
安
岐
町
山
口
）

　

安　

久　

孝　

信
さ
ん
（
武
蔵
町
成
吉
）

【
最
高
販
売
者
（
子
牛
去
勢
）
】

　

森　

川　

英　

則
さ
ん
（
国
東
町
浜
崎
）

　

こ
の
結
果
を
受
け
「
第
75
回
大
分

県
畜
産
共
進
会
」
に
河
野
忠
美
さ
ん
、

㈲
今
村
牧
場
の
牛
が
出
品
さ
れ
ま
す
。


